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時は第１巻 57 章、第２巻 37 章の合わせて 94 章
であったが、その後も執筆は続けられ、88 年に
は、第２巻に大幅な補筆訂正を行うとともに、第














































をはじめ、彼の残した著書は、16 世紀から 18 世
紀にかけて広く読まれ、倫理に重きを置き、とり
わけ死に対して人間がとるべき態度について深く
掘り下げようとしたその姿勢は、モンテーニュに
も通ずるところがあったのであろう。
　同じローマ時代の思想家で伝記作家でもあっ
たプルタルコスの著作からの引用も『エセー』
には多数見受けられる。デルフォイの神官でも
あった彼の大作『英雄伝』とともに、やはり膨
大な著作として知られる『倫理論集』には、政
治から宗教、文学、音楽に至るまでの幅広い知
識が集積され、そこに示された学究的で堅実な
思想、豊かな教養に、モンテーニュも大きな刺
激を受けたのであろう。
　これらの先人哲学者、思想家の言葉が散りばめ
られている一方で、『エセー』には、キリストの
言葉の引用は一つもないのである。「結局モンテー
ニュの神は厳格に言えば聖書の神ではなく、まさ
に母なる自然であった」と言えるのであろうか（野
田前掲論文）。
『エセー』の人間観
　それでは、『エセー』の中に書き込まれたモン
テーニュの人間観とは如何なるものだったのだろ
うか。その点に触れた次のような一節から何が読
み取れるだろうか。すなわち、「われわれが自分
の欲する事柄を考えているのは、それを欲望して
いるその瞬間だけであって、あたかも置かれる場
所に従って身の色を変えるというあの動物のよう
に変わる」（野田前掲論文）ものであって、そういっ
た定めなき不安定さこそ人間の本質であると規定
するのである。その上で、自らの貴族の身分も含
め、そもそも身分などというものも、そのような
不安定性の上に成り立っている危うい仕組みに過
ぎないと考える。「全て人為の約束事」というこ
とになるのである。
　自らを取り巻く現実社会の、そしてその主要な
要素である身分制について、一たびこのような立
ち位置に付くことにより、分析、判断の視角は、
それ以前と相当大きな変化を遂げることになる。
モンテーニュにあっては、つまり、自らの貴族と
いう身分から現実社会を見つめるのではなく、自
然に近い状態の人々の生きざまに主たる対象を絞
りながら、そこからの視角で、よりリアルに現実
社会に照射していく探究の視座が固められていく
ことになる。実際に、モンテーニュは、下層社会
の在り様に鋭く眼を向け、そこに住まう人々の生
きざまこそ、まさに自然に近い、人間の在り方そ
のものを表出する典型として映し出して行くので
ある。そして、この同じ視点は、暴力的に海外進
出を果たしていた当時のヨーロッパ強国によって
植民地化された地域の人々への眼差しとも共通し
ていた。モンテーニュは、人間存在の本質を、こ
のあるがままの人間の生に求めたのであり、それ
を具現しているのがそのような人々であった。
　そして、そういった視点からの照射によって、
モンテーニュは、先に見たような人間存在の不安
定性、人間性の不確実性といったものを導き出し
ていくことになる。人為によって形作られた仕組
みや組織によって外皮をまとっているものの、人
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間の本質は移ろいやすい、変容を遂げる本性に
あって、その不安定性にこそ本来の姿があると把
えるのである。このような不確実性の確認と、そ
こに本質的な根源を求めようとする視座は、何ら
かの規範で人々を律することや、一応の技術に
よって人々の生を左右できるという考えに対する
懐疑に結びついていく。
　そして、この道筋の行き着く先には、例えば法
律を嫌い、医学を否定する姿勢があった。そもそ
も多様な側面をもつ人間の行動に対して法によっ
てそれを規定しようとすることが如何に愚かなこ
とであるかをモンテーニュは強調する。また、医
学についても、当節の医者は、患者のために医術
を用いるのではなく、自己の利益と名声のために
それを使っているに過ぎないとして、猜疑心に満
ちた目でその存在を指弾する。そして、それは医
学のみに限らず、他の科学にも懐疑の目を向ける
姿勢に結びついていった。
　このことは、理性的な人間とそれに対する信頼
という点で、モンテーニュが多分に懐疑的であっ
たことを示している。それは人間理性に由来する
合理的な精神、そしてそれに基づく科学的な手法
により、とくわけ自然科学の長足の進歩が結果す
る道筋に対し、ある意味ではその一翼を担いなが
らも、しかし、終生カトリック信者であり続けた
モンテーニュの生涯と無縁ではないだろう。見方
を変えると、政治についても宗教でも、左右でも
新旧でも、対立を生み出す極端を嫌い、常に調和
的スタンスをとろうとするモンテーニュは、一貫
してそのような役割を自ら果たそうと努めてき
た。それは取りも直さず、狂信的な言動を好まず、
かといって一方での理性万能主義にも与せず、人
間理性の危うさ、不確実性を訴えることで、その
限界も見据えようとしたのである。このモンテー
ニュの在り方は、思想家、政治家としての彼個人
の特性とも言えるが、他面、ユマニスムの生成・
発展の中での、この時期のフランスの揺れ動く現
実、振り幅の大きい時代状況を映し出していると
言えるのではないだろうか。
ユマニスムの意義と限界―まとめにかえて―
　フランス・ユマニスムの生成・発展の足跡を、
主としてモンテーニュを題材に検証してきたが、
それは、人間中心主義の考え方の生成・発展でも
あった。そして、モンテーニュの、あるいはこの
時代の一つの到達点は、絶対的＜神＞からの解放
と自然への回帰と言えるかも知れない。度重なる
戦乱、ペストの流行などにより、人間の死が身近
なものとなり、これまで縋ってきた神の恩寵に陰
りが生じる中で、人間の生そのものに対する問い
かけ、見直しが始まっていった。そしてその過程
で、物事の価値判断の中心に人間の存在を据える
考え方が芽生え、鍛えられ、定着していくのが、
16 世紀のフランスであったと言えるだろう。
　人間に対する関心の深まり、それは、これまで
の絶対的＜神＞への一定の距離感となって現れる
ことになるが、モンテーニュはそのような道筋を
辿る人々たちの、まさに中心的な人物であった。
そして、その思考経路は、自らが生み出し、後世、
散文芸術の一ジャンルとして確立するエッセイ
（＝『エセー』）の中にふんだんに書き込まれて
いくことになった。カトリックの立場を堅持した
モンテーニュは、最後まで神からの離脱を果たす
ことはなく、むしろ敬虔な信奉者としての位置は
揺るぎなかった。その一方、戦乱やペストといっ
た、人間の生を危うくする要素に周りを取り囲ま
れる中で、人間への関心をあらためて深めて行く
ことになる。自己を見つめ、自分自身の性癖、人
生の中で経験したあれこれ、そして、その中で自
分がとった行動、それを行う時の判断、そしてそ
れらから得られた考えや主張を、自由なスタイル
の文体、自在な形式で書き綴っていった。そこで
は人間そのものを、そのままの姿で描き留めて置
こうとする姿勢が示されており、それが自然状態
を重んじるモンテーニュの姿勢を良く表してい
た。散文芸術としてその価値は高く評価され、後
世の文学に影響を与えるわけだが、そこに盛り込
まれた人間的なるものへの深い洞察は、また、ユ
マニスムの原点を形作るものでもあった。人間の
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あるがままの姿を、脚色なくそのままに描くこと
で、人間の本質に迫ることができると考えたので
ある。
そして、その中で、確認されていった一つの到達
点は、絶対的＜神＞の相対化と、その絶対性を証
拠立てるものとしてこれまで提示されてきた、い
わゆる「聖なる」事物への妄信の排除であった。
もちろん、終生カトリック教徒であったモンテー
ニュは、神そのものを否定しようとしていたわけ
ではなく、むしろ神の存在を人間理性との関わり
で説明しようとさえしていたのであるが（成功は
しなかったが――筆者）、中世ヨーロッパ社会の
仕組みの中で人為的に創作されてきた神の絶対性
とそれを表徴するさまざま装置を排除しようとし
ていたのである。そこで、『エセー』は、「信仰の
素材」ではなく「意見の素材」として、そしてそ
の取扱い方も「聖職者風」ではなく「世俗的なや
り方」でとなるのである。
　神の絶対性をこのように排除する一方で、人間
の価値を見出す志向が強まっていくのであるが、
モンテーニュにあっては、そこでも行き過ぎにつ
いては十分制御されていた。人間存在の価値、人
間の尊厳の源を人間理性に求めようとするこの考
え方が、この時代、あるいは次代にあって、とも
すればその万能性の謳歌に結びつくことが多かっ
た。絶対的＜神＞から人間理性万能に、恰も振り
子のように振れて行く振幅に対してモンテーニュ
は慎重で、否定的ですらあった。当然、従前とは
比較にならない研ぎ澄まされた感覚で、人間理性
に熱い眼差しを送り、その価値に重きを置いた叙
述を『エセー』に具体化していったのだが、そこ
で見出したのは、揺れ動き変容を遂げる人間の姿
であった。そしてそこにこそ、人間本来の在り様
を探り当てたモンテーニュにあっては、その不安
定性、不確実性こそが重要な要素だったのある。
そのため、その人間存在を規定している理性が、
如何に価値あるもので、信頼に足るものであって
も、不確実である以上絶対ではあり得なかったの
である。
　それ故、モンテーニュは、理性の産物である諸
学問についても懐疑的あり、その結果、人間の本
来あるべき姿を自然状態のあるがままの生に求め
て行こうとするのである。これを、この時期のフ
ランス・ユマニスムの限界面と把えるかどうか、
それはさらに検討を重ねる必要があるが、少なく
とも、以後のヨーロッパ・ヒューマニズムの歴史
の中で、16 世紀のフランスの、そしてモンテー
ニュのユマニスムが、その重要な拠点となり、次
につながる大きな一歩を踏み出したことは間違い
ないだろう。
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